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「
三
宅
若
狭
家
義
墓
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

福
岡
○
三

三
宅
若
狹
家
義
之
墓

―

―

―

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

明
和
九
・
一
七
七
二

北
九
州
市
若
松
区
本
町

善
念
寺

大
正
十
四
・
一
九
二
五

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
黒
田
二
十
四
騎
の
ひ
と
り
三
宅
家
義
の
墓
碑
で
あ
る
。
家
義
は
黒
田
孝
高
に
仕
え
、
黒
田

若
松
城
代
と
な
る
が
、
元
和
九
年
に
そ
こ
で
没
し
た
。
明
和
九
年
に
、
百
五
十
回
忌
の
記
念
と
し
て
、
そ

の
末
裔
が
家
義
の
墓
石
と
墓
碑
銘
を
誌
し
た
石
碑
を
造
っ
た
。
大
正
十
四
年
に
至
り
、
若
松
市
が
、
摩
滅

し
て
い
た
墓
碑
を
再
建
し
、
旧
碑
文
を
再
刻
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
七
年
に
、
菩
提
寺
の
善
念
寺
に
移

さ
れ
た
。

墓
の
銘
が
四
角
柱
の
墓
石
正
面
に
、
漢
文
の
碑
文
が
墓
石
右
側
面
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
十

四
年
の
改
築
の
経
緯
が
、
墓
石
の
左
側
面
に
刻
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
三
十
七
年
の
移
築
の
経
緯
が
、

台
座
正
面
に
、
左
右
二
枚
の
銘
板
の
形
で
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。

○
写
真
１

墓
碑
正
面
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○
写
真
２

墓
柱
石
正
面

○
写
真
３

墓
柱
石
右
側
面
と
背
面

○
写
真
４
「
碑
記
」
部
分

○
写
真
５

墓
柱
石
左
側
面
と
正
面

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
墓
石
正
面
）

◎
題
額

三
宅
若
狭
家
義
之
墓
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（
墓
石
右
側
面
）

◎
碑
記

公
姓
三
宅
諱
家
義
播
州
三
宅
村
人
也
歴
仕

如
水
公
道
卜
公
以
積
功
勞
故
賜
采
地
三
千

六
百
石
後
爲
若
松
城
之
留
守
元
和
九
年
十

月
六
日
卒
于
官
乃
葬
其
地
今
茲
明
和
壬
辰

會
百
五
十
載
之
忌
辰
其
苗
裔
孫
供
薄
奠
以

奉
祀
建
石
墓
傍
以
表
誌
云

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

三
宅
若
狹
家
義
之
墓

◎
碑
記

公
姓
三
宅
、
諱
家
義
、
播
州
三
宅
村
人
也
。

歴
仕
如
水
公
道
卜
公
、
以
積
功
勞
故
、
賜
采
地
三
千
六
百
石
。

後
爲
若
松
城
之
留
守
。

元
和
九
年
十
月
六
日
、
卒
于
官
。
乃
葬
其
地
。

今
茲
明
和
壬
辰
、
會
百
五
十
載
之
忌
辰
。

其
苗
裔
孫
、
供
薄
奠
、
以
奉
祀
。

建
石
墓
傍
以
表
誌
云
。

●
訓
訳

公

姓
は
三
宅
、
諱
は
家
義
、
播
州
三
宅
村
の
人
な
り
。

如
水
公
道
卜
公
に
歴
仕
し
、
功
勞
を
積
む
を
以
て
の
故
に
、
采
地
三
千
六
百
石
を
賜
は
る
。

後
、
若
松
城
の
留
守
と
な
る
。

元
和
九
年
十
月
六
日
、
官
に
卒
し
、
乃
ち
其
の
地
に
葬
ら
る
。

今
茲
に
明
和
壬
辰
、
百
五
十
載
の
忌
辰
を
會
す
。

其
の
苗
裔
孫
、
薄
奠
を
供
し
、
以
て
奉
祀
す
。

石
墓
を
建
て
て
傍
ら
に
表
を
以
て
誌
す
と
云
ふ
。

●
人
物

○
三
宅
家
義

天
文
二
十
一
（
一
五
五
二
）
年
か
ら
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
＊

。
貝
原
篤
信
「
黒
田
家

臣
傳
」
等
に
よ
れ
ば
、
初
名
藤
十
郎
、
の
ち
山
太
夫
、
晩
年
若
狹
と
号
す
。
父
の
次
太
夫
時
代
か
ら
播
州

黒
田
家
に
仕
え
、
藤
十
郎
は
黒
田
孝
高
の
も
と
で
武
功
を
重
ね
た
。
孝
高
は
、
「
孫
子
」
軍
争
篇
の
「
不

動
如
山
」
の
語
か
ら
、
藤
十
郎
に
山
太
夫
の
名
を
与
え
た
と
い
う
。
孝
高
の
豊
前
移
封
後
も
扈
従
し
、
朝

鮮
の
役
で
も
活
躍
し
た
が
、
家
臣
が
失
火
し
た
た
め
、
恩
賞
は
賜
ら
な
か
っ
た
。
慶
長
六
（
一
六
○
一
）

年
の
黒
田
家
筑
前
入
府
後
は
、
三
千
六
百
石
の
禄
を
賜
り
、
遠
賀
若
松
城
の
城
代
と
し
て
、
上
方
口
及
び
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豊
前
表
の
防
備
と
い
う
大
役
を
担
っ
た
。
元
和
九
年
、
若
松
城
で
病
没
。
若
松
の
吉
祥
寺
に
葬
ら
れ
た
。

法
名
渓
誉
貞
興
居
士
。
長
男
の
忠
兵
衛
は
故
あ
っ
て
切
腹
と
な
り
三
宅
家
は
断
絶
し
た
。
の
ち
安
政
五
（
一

八
五
八
）
年
に
至
り
、
三
宅
家
は
再
興
と
な
っ
た
。

＊
「
益
軒
全
集
」
収
録
の
「
黒
田
家
臣
傳
」
で
は
「
元
和
八
年
」
の
卒
と
し
て
い
る
。

○
如
水
公

天
文
十
五
（
一
五
四
六
）
年
か
ら
慶
長
九
（
一
六
○
四
）
年
。
姓
は
黒
田
、
諱
は
孝
高
、
通

称
官
兵
衛
、
号
が
如
水
軒
。
始
め
播
磨
小
寺
氏
に
属
し
た
が
、
の
ち
中
国
経
略
中
の
羽
柴
秀
吉
に
従
う
。

秀
吉
の
九
州
平
定
後
、
豊
前
国
を
与
え
ら
れ
中
津
城
を
拠
点
と
す
る
。
家
督
を
長
子
長
政
に
譲
っ
た
後
も

軍
師
と
し
て
活
動
し
、
朝
鮮
の
役
、
関
ヶ
原
の
役
で
も
活
躍
し
た
。
の
ち
、
神
格
化
さ
れ
、
現
福
岡
市
中

央
区
西
公
園
に
あ
る
光
雲
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

○
道
卜
公

永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
か
ら
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
。
諱
は
長
政
、
通
称
吉
兵
衛
、

道
卜
は
戒
名
の
一
部
。
黒
田
孝
高
の
嫡
男
。
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年
、
家
督
相
続
し
、
豊
前
中
津
城

主
と
な
る
。
朝
鮮
の
役
で
も
活
躍
し
、
関
ヶ
原
の
役
で
は
東
軍
の
主
力
と
し
て
功
績
を
あ
げ
「
一
番
の
功

労
者
」
の
名
を
得
た
。
戦
後
、
筑
前
五
十
二
万
石
を
拝
領
し
、
商
都
博
多
大
津
に
隣
接
す
る
地
に
福
岡
城

を
築
城
し
、
初
代
福
岡
藩
主
と
な
っ
た
。
父
孝
高
同
様
、
光
雲
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

●
注

○
播
州

播
磨
国
。
今
の
兵
庫
県
南
部
。

○
三
宅
村

現
姫
路
市
飾
磨
区
三
宅
。

○
采
地
三
千
六
百
石

「
黒
田
家
臣
傳
」
に
よ
れ
ば
、
慶
長
六
年
の
黒
田
家
筑
前
入
り
の
後
の
措
置
。

○
若
松
城

長
政
が
、
豊
前
と
の
国
境
に
築
い
た
六
つ
の
端
城
の
ひ
と
つ
。
洞
海
湾
の
若
松
側
と
戸
畑
側

の
間
に
浮
か
ぶ
中
ノ
島
に
築
か
れ
て
い
た
ら
し
い
。
多
く
の
軍
船
を
備
え
て
い
た
水
軍
の
基
地
で
も
あ
っ

た
。
慶
長
二
十
（
一
六
一
五
）
年
の
一
国
一
城
令
に
よ
り
廃
城
と
な
る
。
中
ノ
島
自
体
も
一
九
四
○
年
に

削
平
さ
れ
て
海
没
し
、
消
滅
し
た
。
現
在
の
若
戸
大
橋
中
央
部
の
真
下
に
あ
た
り
、
区
画
と
し
て
は
戸
畑

に
属
し
た
（
図
１
）
。

○
留
守

主
人
が
外
出
し
た
と
き
に
、
そ
の
家
を
守
る
人
。
こ
こ
で
は
城
代
。

○
元
和
九
年

西
暦
一
六
二
三
年
。

○
明
和
壬
辰

九
年
、
西
暦
一
七
七
二
年
。

○
忌
辰

忌
日
。
命
日
。

○
薄
奠

粗
末
な
祭
り
、
粗
末
な
供
物
。
謙
遜
し
た
表
現
。

○
奉
祀

祀
る
。

○
表

碑
文
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
家
義
公
の
事
蹟
】

家
義
公
は
、
姓
は
三
宅
氏
、
諱
は
家
義
、
播
磨
国
三
宅
村
の
出
身
で
あ
る
。

黒
田
孝
高
如
水
公
、
長
政
道
卜
公
に
続
け
て
仕
え
、
功
労
を
積
ん
だ
こ
と
か
ら
、
三
千
六
百
石
の
領
地

を
賜
る
に
至
っ
た
。

さ
ら
に
後
に
は
、
若
松
城
の
城
代
と
い
う
大
任
を
つ
と
め
た
。

元
和
九
年
十
月
六
日
、
在
官
の
ま
ま
没
し
、
そ
の
ま
ま
若
松
の
地
に
葬
ら
れ
た
。

【
顕
彰
碑
建
立
】

い
ま
、
明
和
九
年
、
家
義
公
の
百
五
十
回
忌
法
要
を
営
ん
だ
。
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そ
の
子
孫
達
が
集
ま
り
、
粗
末
な
供
物
を
捧
げ
て
お
祀
り
し
た
。

そ
し
て
家
義
公
の
石
墓
を
建
て
、
そ
の
傍
ら
に
公
を
顕
彰
す
る
碑
文
を
誌
し
た
石
碑
を
造
っ
た
の
で
あ

る
。

三
．
資
料

（
一
）
大
正
十
四
年
墓
碑
再
建
の
記
録

■
翻
刻

（
墓
石
左
側
面
）

此
地
ハ
舊
若
松
村
ノ
北
海
岸
ニ
シ
テ
一
團
ノ
墓
地
ナ

リ
シ
カ
明
治
二
十
三
年
以
來
若
松
築
港
會
社
ノ
埋
築

ニ
因
リ
遂
ニ
市
街
ノ
中
心
ト
ナ
リ
シ
カ
ハ
大
正
六
秊

市
ハ
此
墓
地
ヲ
廢
シ
テ
小
山
田
ニ
移
シ
タ
リ
然
ル
ニ

此
墳
墓
ノ
ミ
ハ
市
ノ
著
シ
キ
史
跡
ノ
一
ナ
ル
ヲ
以
テ

其
マ
マ
在
置
ス
ル
コ
ト
ト
シ
崩
壊
摩
滅
ニ
瀕
シ
タ
ル

墓
碑
ヲ
再
建
シ
其
舊
碑
文
ヲ
録
シ
テ
以
テ
世
ニ
傳
フ

大
正
十
四
年
五
月

若

松

市

＊
異
体
字
等

○
秊

年
。

■
訳
注

●
注

○
北
海
岸

か
つ
て
は
、
洞
海
湾
に
向
か
っ
て
若
松
側
か
ら
岬
が
突
き
出
し
て
い
た
。
そ
の
岬
の
北
側
の

海
岸
が
こ
こ
で
い
う
北
海
岸
。
今
は
町
中
に
あ
る
蛭
子
神
社
が
海
浜
に
あ
り
、
西
北
に
松
林
が
延
び
て
い

た
（
図
２
）
。
後
述
す
る
よ
う
に
埋
め
立
て
が
進
ん
で
岬
の
北
側
は
陸
地
化
さ
れ
、
現
在
海
岸
線
は
は
る

か
北
に
移
っ
て
い
る
。

○
一
團

団
は
ひ
と
か
た
ま
り
に
な
っ
た
事
物
を
数
え
る
こ
と
ば
。

○
明
治
二
十
三
年

西
暦
一
八
九
六
年
。

○
若
松
築
港
會
社

現
若
築
建
設
。
筑
豊
炭
田
の
石
炭
積
み
出
し
港
と
し
て
、
洞
海
湾
の
出
口
で
あ
る
若

松
に
港
湾
を
作
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
明
治
二
十
三
年
に
若
松
築
港
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。
中
心
と
な
っ

た
の
は
石
野
寛
平
や
の
ち
の
安
川
財
閥
を
作
っ
た
安
川
敬
一
郎
ら
で
あ
っ
た
。
同
三
十
年
に
は
八
幡
製
鉄

所
が
起
工
、
同
三
十
一
年
に
若
松
港
は
開
港
し
た
。
そ
し
て
同
三
十
四
年
に
は
製
鉄
所
が
操
業
を
開
始
し

た
。
若
松
港
は
石
炭
積
み
出
し
港
と
と
も
に
、
鋼
の
積
み
出
し
港
の
役
割
も
担
っ
て
発
展
し
た
。
そ
の
間
、

港
湾
整
備
の
た
め
に
周
辺
地
域
の
埋
め
立
て
が
進
み
、
僻
地
で
あ
っ
た
旧
北
海
岸
は
、
市
街
地
の
中
に
飲

み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

○
埋
築

熟
語
は
な
い
が
、
埋
め
立
て
工
事
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
大
正
六
秊

秊
は
年
。
大
正
六
年
は
西
暦
一
九
一
七
年
。

○
小
山
田

現
若
松
区
深
町
の
小
字
。
現
在
小
山
田
霊
園
が
あ
る
。

○
大
正
十
四
年

西
暦
一
九
二
五
年
。
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●
口
語
訳

こ
の
地
は
旧
若
松
村
の
北
海
岸
に
あ
た
り
、
村
の
外
れ
で
、
墓
地
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
明
治
二
十
三
年
の
若
松
築
港
会
社
の
創
立
以
降
、港
湾
建
設
の
た
め
の
埋
め
立
て
工
事
が
進
み
、

若
松
の
市
街
地
が
拡
充
し
、
つ
い
に
こ
の
地
は
市
街
地
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
若
松
市
は
（
大
正
三
年
に
市
制
移
行
）
、
大
正
六
年
に
北
海
岸
の
墓
地
を
廃
止
し
て
、
西
北
の

小
山
田
の
地
に
移
築
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
三
宅
若
狹
家
義
之
墓
」
だ
け
は
、
市
の
貴
重
な
史
跡
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
旧
北
海
岸
の
地
に
据
え
置
く
こ
と
と
し
た
。
た
だ
、
墓
碑
は
崩
壊
摩
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
た

め
、
新
た
に
再
建
し
、
旧
碑
に
誌
さ
れ
て
い
た
碑
文
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
彫
り
込
ん
で
記
録
し
、
後
世
に

伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
正
十
四
年
五
月

若
松
市

（
二
）
昭
和
三
十
七
年
墓
碑
移
築
の
記
録

■
翻
刻

（
台
座
正
面
右
側
）

髙
峰
院
溪
譽
貞
興
居
士

元
和
九
年
十
月
六
日
没

（
今
距
三
百
四
十
年
前
）
廿
一
世
專
譽
書

（
台
座
正
面
左
側
）

こ
の
墓
は
も
と
若
松
市

役
所
の
北
側
の
地
に
祭
ら
れ

て
い
た
が
市
総
合
体
育
館

建
設
の
た
め
菩
提
寺
で

あ
る
善
念
寺
に
移
し

た
の
で
こ
れ
を
誌
す

昭
和
三
十
七
年
四
月

若
松
市
長
吉
田
敬
太
郎

■
訳
注

●
注

○
高
峰
院
溪
譽
貞
興
居
士

三
宅
家
義
の
戒
名
。

○
今
距
三
百
四
十
年
前

こ
の
碑
移
築
の
昭
和
三
十
七
（
一
九
六
二
）
年
か
ら
家
義
の
没
年
元
和
九
（
一

六
二
三
）
年
ま
で
は
、
三
百
三
十
九
年
で
あ
る
。

○
吉
田
敬
太
郎

明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
か
ら
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
。
侠
客
で
政
治
家

で
も
あ
っ
た
吉
田
磯
吉
（
火
野
葦
平
『
花
と
竜
』
に
描
か
れ
る
磯
吉
親
分
の
モ
デ
ル
）
の
養
子
。
旧
制
小

倉
中
学
、
東
京
商
科
大
学
な
ど
で
学
び
、
卒
業
後
は
炭
鉱
経
営
や
石
油
事
業
に
も
進
出
し
た
。
福
岡
県
議

を
経
て
、
昭
和
十
七
年
に
衆
議
院
議
員
と
な
る
。
軍
部
を
批
判
し
た
こ
と
か
ら
弾
圧
を
受
け
、
同
二
十
年

に
は
実
刑
判
決
を
受
け
て
収
監
さ
れ
、
議
員
も
失
職
と
な
る
。
戦
後
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
と
な
り
、
若
松
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バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
再
建
と
と
も
に
そ
の
牧
師
と
な
る
。
昭
和
二
十
六
年
に
若
松
市
長
と
な
り
、
三
期
務

め
、
若
戸
大
橋
建
設
に
尽
力
し
た
。
一
九
六
三
年
の
北
九
州
市
五
市
合
併
時
は
市
長
職
務
執
行
者
を
つ
と

め
、
第
一
期
市
長
選
後
政
界
を
引
退
し
た
。

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
『
若
松
市
史
』（
一
九
三
七
）「
第
十
三
章
人
物

第
一
節
忠
勇
者

二

三
宅
若
狹
家
義
」

・
『
戸
畑
市
史
』（
一
九
七
四
）「
第
九
章
人
物
三
宅
若
狹
」
引
「
福
岡
縣
地
理
全
誌
五
十
若
松
村
」

・
中
村
修
身
「
北
九
州
市
の
金
石
文
集
成

若
松
区
篇
」『
史
学
論
叢
』（
四
一
）
二
○
一
一

②
訓
訳

・
荒
井
周
夫
『
福
岡
県
碑
誌
』（
大
道
学
館
出
版
部
、
一
九
二
九
）「
忠
勇
篇
」

③
論
文
な
ど

・
貝
原
篤
信
「
黒
田
家
臣
傳
」『
益
軒
全
集
』
巻
五
所
収
（
一
九
一
一
）

・
『
若
松
市
史
』（
一
九
三
七
）

・
『
戸
畑
市
史
』（
一
九
七
四
）

・
『
若
築
建
設
百
年
史
』（
一
九
九
○
）

・
本
山
一
城
『
黒
田
官
兵
衛
と
二
十
四
騎
』（
宮
帯
出
版
社
、
二
○
一
四
）

図
１

大
正
五
年
刊
「
若
松
と
戸
畑
」
地
図
（
今
は
な
い
「
中
ノ
島
」
が
見
え
る
）
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図
２

「
若
松
修
多
羅
古
図
」

○
印
は
蛭
子
神
社
、
海
浜
に
あ
っ
た

図
３

二
○
一
○
年
都
市
図

○
印
は
蛭
子
神
社
、
町
中
に
位
置
す
る

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


